
河道掘削における
環境配慮プロセスの開発

水環境研究グループ
河川生態T 萱場祐一

技術開発の背景

1. 河道掘削は河川整備計画の治水整備メニューとし
て多くの河川で位置付けられている（下図参照）

2. 河道掘削は河道内の陸地部分を大きく改変するた
め、影響の軽減が必要。

3. 河道掘削は河道内の陸地部分の地盤⾼を下げるた
め、湿地的な環境の再生に寄与する可能性があ
る。

・直轄各河川の課題、次期5年間の今後の改修事業や環境整備、
維持管理の方向性等について検討、確認を行う場

・メンバーは本省河川計画課、河川環境課、保全企画室、治水課
国総研、土研

・現状把握を踏まえた今後の方向性、課題（1～5つ）等について
地整事務所が説明、会議メンバーから助言を得る

【河川基本技術会議】
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掘削時の環境保全
掘削・伐採後の樹林化

掘削後の土砂再堆積
河道維持コスト

⼆極化の進⾏による生物

（H26.10〜H27.8会議開催分、23河川を対象）

生息環境の悪化・樹林化
（河川）

技術開発の背景

堤防敷 高水敷 堤防敷 高水敷

陸域環境の良好な場所を⾒分け、
掘削の影響を評価、影響を軽減したい。

保全上重要な植物等の再生、樹林化の抑制に
寄与する河道断面を設定したい。

開発した技術

1. 現在の陸域環境を評価し、
環境が良好な場と良好でない場を地図化し、
河道掘削範囲を調整して、影響を軽減する技術）
（保全優先度の設定 ⇒ 掘削範囲の設定）

2. 河道掘削断面を工夫し、良好な環境の再生を
促す技術

（掘削断面の設定）

開発した技術の
⾏政上・学術上の位置付け

現況評価・河道掘削の影響軽減については、
• 河川整備計画策定河川に適⽤（鳴瀬川、久慈川、⻤

怒川、霞ヶ浦、梯川、菊川、宮川、鈴⿅川、⽇野
川、小瀬川、吉井川、矢部川等）に適⽤。問題なく
適⽤できることを確認

• 河川砂防技術基準に関する学会との意⾒交換（土⽊
学会環境水理部会、応⽤生態工学会）において本技
術を紹介、適切なアプローチであることを確認。

河川整備計画策定だけでなく、河道掘削の
実施計画・設計においても適⽤を進めたい

河道掘削における
環境配慮プロセスの

基本フレーム



環境配慮プロセスの流れ

河道掘削範囲を
マップに重ね合わせて

影響の予測・評価

植物群落を
価値付けして

保全優先度を設定

保全優先度
マップの作成

河道掘削
範囲の設定

河道掘削範囲/断面に
基づき植物群落
の将来を予測

事業の実施

河道掘削
断面の設定

陸域環境の
現況評価

↓
河道掘削範囲を

調整して
影響を軽減

湿地等の再生
を念頭に

河道掘削断面
を設定

時間

群落・個体数等

昭和30年代 将来

環境配慮プロセスの基本的考え方
河道
掘削

全国的・地域的・当該河川で減少
している種、それらの種が含まれる群落

時間

群落面積

昭和30年代 将来

環境配慮プロセスの基本的考え方
河道
掘削

外来種や乾燥に強い種、
それらの種が含まれている群落

陸域環境の現況評価
と河道掘削範囲の設定

ー 具体的手順 ー

群落面積の変遷の把握

陸域環境現況評価のフロー

河川水辺の国勢調査
・植生面積

・植物組成調査結果

保全優先度マップ
の作成

植物群落と種の関連づけ

４つの視点から群落の
保全優先度を設定

河道掘削範囲の設定
（続く）

群落の価値付け４つの視点とは何か？
－ 保全優先度の設定の視点 －

①希少性
全国的に減少している種、地域的に減少している種が含まれる群落

②典型性
河川性（水辺性）の種から構成され、当該河川で面積が減少している
群落（70％、90％の減少率を閾値として設定）

→典型性の消失が懸念される群落
③特殊性

種組成が特殊で面積が小さい群落
④外来性（防除対象）

特定外来生物が含まれない群落、外来種の被度合計が大きくない群落

保全優先度が⾼い群落とは
＝①、②、③のいずれかの条件を満たす、かつ、④の条件を満たす



群落面積の変遷を把握する。
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植物群落と種の関連付けを⾏う
－ 群落の種組成を推定する－
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空中写真

河川水辺の
国勢調査

河川水辺の国勢調査
・植物組成調査結果

↓
希少種・特定外来種

が含まれるか？
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群落と種との関係の関連付けの例
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希少種が含まれる群落を推定

外来種の被度合計を推定

湿 乾

種組成が特殊な群落の抽出（TWINSPAN）
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①沈水・抽水・浮葉植物群落
②河原雑草、ツルヨシ群落
③シナダレスズメガヤ、チガヤ群落
④在来草本、外国産在来種群落
⑤外来草本、ヤナギ、クサヨシ群落

保全優先度の設定例
 希少種、注目種（典型性、特殊性）、外来種の３つの視点から、ひと

まず、保全優先度を設定して⾒た。

保全優先度の最も高い群落（保全優先度Ａ） 保全優先度の高い群落（保全優先度Ｂ）

1) 希少性

a
全国的に減少してい
る種

絶滅法、環境省第４次レッドリスト植物Ⅰ
（維管束植物）の掲載種が優占している群落

環境省第４次レッドリスト植物Ⅰ（維管束植
物）の掲載種が含まれている群落

絶滅法、環境省第４次レッドリスト植物Ⅰ
（維管束植物）の高ランクの掲載種(絶滅危
惧I類)が含まれている群落

-

b
地域的に減少してい
る種

県版レッドリスト（維管束植物編）の掲載種
が優占している群落

県版レッドリスト（維管束植物編）の掲載種
が含まれている群落

県版レッドリスト（維管束植物編）の高ラン
クの掲載種(絶滅危惧Ⅰ類相当)が優占してい
る群落

-

2) 典型性
河川性（水辺性）の種を含む在来植物群落で
基準年から90%減少している群落

河川性（水辺性）の種を含む在来植物群落で
基準年から70%以上減少している群落

3) 特殊性

a 種組成が特殊な群落
TWINSPANにより抽出された種組成の特殊な群
落

-

b
当該河川で小面積の
群落

直轄管理区間における面積の合計が10ha未満
の群落

-

4) 外来種
特定外来生物を含まない、かつ、外来種被度
の平均が10%未満の群落

特定外来生物を含まない、かつ、外来種被度
の平均が50%未満の群落

ケーススタディー河川における設定基準
＃ 評価対象項目
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保全優先度の最も⾼い群落（保全優先度Ａ） 保全優先度の⾼い群落（保全優先度Ｂ）

河川性 減少率
河川性

×
減少率

河川性 減少率
河川性

×
減少率

沈水 01̲ホザキノフサモ群落 - 1 1 1 ● 1 1 1
沈水 01̲リュウノヒゲモ群落 - 1 1 1 ● 1 1 1
一年草本 05̲アレチウリ群落 33.11 1
一年草本 05̲オオイヌタデ－オオクサキビ群落 5.09 1 1 1 1 1 1 ●
一年草本 05̲オオブタクサ群落 6.53
一年草本 05̲カナムグラ群落 59.51
一年草本 05̲ヒメムカシヨモギ－オオアレチノギク群落 5.11
一年草本 05̲メヒシバ－エノコログサ群落 5.24 1 1
一年草本 05̲メマツヨイグサ－マルバヤハズソウ群落 0 1 1 1 1 1 1
多年広葉草本 06̲カワラヨモギ－カワラハハコ群落 0 1 1 1 1 1 ● 1 1 1 1 Ａ
多年広葉草本 06̲セイタカアワダチソウ群落 4.58
多年広葉草本 06̲ヨモギ－メドハギ群落 11.39 1
単⼦葉草本 07̲ヨシ群落 0 1 1 1 1 ● 1 1 1 1 Ａ
単⼦葉草本 08̲ツルヨシ群集 13.88 1 1 1 1
単⼦葉草本 09̲オギ群落 77.17 1 1 1 1
単⼦葉草本 10̲オニウシノケグサ群落 3.15 1 1
単⼦葉草本 10̲ガマ群落 0 1 1 1 ○ 1 1
単⼦葉草本 10̲カモガヤ－オオアワガエリ群落 0 1 1
単⼦葉草本 10̲シナダレスズメガヤ群落 3.81
単⼦葉草本 10̲シバ群落 0.13 1 1
単⼦葉草本 10̲ススキ群落 0 1 1
単⼦葉草本 10̲セリ－クサヨシ群集 20.01 1 1 1 1
単⼦葉草本 10̲チガヤ群落 0 1 1 1
ヤナギ⾼⽊林 12̲カワヤナギ群落 20.02 1 1
ヤナギ⾼⽊林 12̲コゴメヤナギ群集 2.96 1 1 1 1
ヤナギ⾼⽊林 12̲タチヤナギ群集 0 1 1 1 1 1 1
その他の低⽊林 13̲クズ群落 0.64 1 1
その他の低⽊林 13̲クロバナエンジュ群落 1.47
その他の低⽊林 13̲ノイバラ群落 0 1 1 1 1
落葉広葉樹林 14̲オニグルミ群落 0.02 1 1 1 1 1 1
落葉広葉樹林 14̲ケヤキ群落 0 1 1
落葉広葉樹林 14̲ムクノキ－エノキ群集 0 1 1 1 1 ● 1 1 1 1 Ａ
植林地（⽵林） 18̲⽵林 0 1 1 1
植林地 19̲スギ･ヒノキ植林 0 1 1
植林地 20̲シンジュ群落 0.06 1 1
植林地 20̲その他の樹林 0 1 1 1 1
植林地 20̲ハリエンジュ群落 20.7 1 1

希少性

典型性

特殊性
基本分類名 群落名

H20の
面積
(ha) 外来種 判定 希少性

典型性

外来種 判定

AND
OR

各群落の保全優先度設定の例

AND
OR



保全優先度群落の地図化（H20）

特殊性

典型性

希少性

外来性 20

保全優先度群落の地図化（過去との⽐較）

典型性希少性

H20

H6

特殊性

H20

H6

外来性
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保全優先度群落の地図化（統合地図） 植生図と保全優先度マップの⽐較

植生図

保全優先度マップ

保全優先度マップへの
掘削範囲の重ね合わせ

掘削範囲に
優先的に保全すべき
群落が含まれる

掘削範囲に
優先的に保全すべき
群落が含まれない

掘削範囲の見直し
による消失回避の検討

典型性群落の再評価
（減少率の算出）

回避

できる

回避

できない

減少率

が小さい

減少率が

大きい

掘削範囲の
確定

掘削範囲の確定
＆影響の軽減

掘削範囲の
確定

保全対象
群落

として再評価

再評価

河道掘削範囲の設定フロー

保全優先度の高い群落の再生が図られるよう
掘削断面を設定（続く）

典型性群落の再評価

河道掘削範囲

河道掘削範囲に保全すべき群落が分布しない場合で
も、掘削によって典型性群落の面積が減少、減少率

の閾値を上回る場合がある。

例：セリ・クサヨシ群落 26ha ⇒20ha ⇒5ha
（基準年） （評価年） （掘削後）

（23％） （81％）
（減少率）



湿地等の再生を念頭に置いた
河道断面の設定

堤防敷 高水敷 堤防敷 高水敷

再生に効果的な河道掘削方法とは？

掘削⾼さの違いによって植生はどう変わる？
掘削面の⾼さ、傾斜、微地形・・・

任意の掘削断面に対する植生動態を予測する
手法を開発中

 群落クラスター（PCC）とは？

掃流⼒、⽐⾼、水際か
らの距離を説明変数と
して群落クラスターを

予測

群落クラスターを⽤いた植生動態モデル

 群落クラスター（PCC）の予測方補

群落レベルでの予測は
困難。群落を幾つかま
とめた群落クラスター

の概念を構築

H7年（基準年）

H12年の観測結果

PCCによるH12年再現結果

○河原草地とオギ系
草地の拡大

○裸地草地の維持

○オギ系草地の拡大
×ヤナギ河畔林の拡大

群落
クラスター
による植生
予測結果

今回ご紹介した範囲
・適⽤河川の拡大

・植生動態モデルの検証等

今後、対象分類群を鳥類、両性・爬虫類、
陸上昆虫等に拡大。

• 水域については、魚類、イシ
ガイ類を対象として、現況を

評価する手法を開発中
• 陸域内のワンド・たまりにつ

いてはイシガイ類の保全に有
効な河道掘削方法を検討

今後の展開
河川環境の評価技術の構築に向けて

（今回は陸域環境のみでしたが）

まとめ

1. 河道の陸域環境の現況評価、河道掘削の影響を評価し、
掘削範囲を設定する手順を明示。

2. 最適な河道掘削断面を設定するためのツールとして群落
クラスターモデルに基づく掘植生動態予測モデルを開
発。

適⽤を希望される方は、技術相談タイムにお越し下さい。
＊その他、ワンド・たまりの評価、形成技術、河道掘削後の土砂堆積、植
生管理など河道掘削に関する総合的な技術相談を承ります。


